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充実の航空路線で美食大陸へ

オーストラリアの食文化を体験
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航空路線の拡充もあり、2024年はオーストラリアを訪れる日本マーケットの動きが加速
しそうだ。2019年を確実に追い越すためには、レジャーマーケットへの訴求が課題とな
るだろう。オーストラリアならではの“体験”を鮮明に打ち出すことで、選ばれるデスティネ
ーションを目指したい。なかでも魅力的な食文化体験は、旅行全体の印象を左右する重
要かつ不可欠な要素として注目に値する。

　コロナ禍が収束し、世界中で旅行者が動
き始めた2023年。オーストラリアでも会計
年度末の6月までに年間渡航者数を2019
年比で60％まで戻すという目標を達成し、
585万6400人（対2019年比62.7％）を記
録した。日本マーケットは6月までの1年間で
173,200人（同35.8％）にとどまったが、7
月、8月単月ではともに同70％前後の回復を
見せている。オーストラリア政府観光局のデ
レック・ベインズ日本・韓国地区局長は、「全
体の数字は2024年6月までに100％戻るも
のと確信している」とコメント。日本マーケット
も教育旅行やビジネスマーケット、VFR（友
人や親族を訪問）などの需要が動いている
ことから、「24年には100％に戻るだろう」と
語っている。
　順調に推移する日本市場を支えているの
は、航空路線網の充実ぶりに寄るところが大

きい。座席数で見ると、10月は2019年比で
91％まで戻ってきており、年内に100％を超
える見込み。オーストラリアから日本への渡
航者数も増えており、双方向で需要が高まっ
ていることから2024年3月頃には同年比で
130％を超えるとされている。
　座席数だけでなく、路線網の拡大にも注
目だ。今年は3月にカンタス航空が羽田・メル
ボルン線、6月にヴァージンオーストラリアが
羽田・ケアンズ線、10月には全日空が成田・
パース線の運航を開始。ジェットスターは
2024年2月に関空・ブリスベン線を再開、4
月に関空・シドニー線を開設するなど、話題
に事欠かない。
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市場の回復に合わせ、
オーストラリアの多彩な体験を発信
オーストラリア政府観光局

デレック ベインズ 日本・韓国地区局長

　今、日本には4年前のようにインバウンド
の旅行者が観光地にあふれています。オー
ストラリアでも旅行者の姿が当たり前のよ
うに見られるようになり、2023年1～9月ま
での渡航者数が2019年比で約60％、単月
では70％以上戻ってきました。
　日本マーケットも順調に回復しており、
2024年には同年比で100％になるものと期
待しています。こうした旅行需要を支えている
のは、紛れもなく各航空会社の路線回復に

よるところが大きいでしょう。10月29日の全
日空によるパース線の復活で、日豪間は成
田、羽田、大阪からケアンズ、ブリスベン、シ
ドニー、メルボルン、パースの5都市を結ぶ体
制が整いました。来年の第1四半期には同年
比で130％になる可能性も見えています。
　また、弊局が昨年スタートしたグローバル
キャンペーン「『グッデイ！』ではじめよう、オ
ーストラリア」も丸1年が経ちました。世界中
でルビー人気が高まるなか、日本でも旅行

業界の方たちと共に3年、4年と長く継続し
て展開していきたいと考えています。
　オーストラリアを訪れる旅行者には、特
にオーストラリアならではのさまざまな体験
を提供していきたい。例えば美味しい食事
やワインはレストランで楽しむだけでなく、
自分で収穫したり、加工したり、あるいは調
理した上で味わうアクティビティも豊富で
す。この特集を通してその一部を紹介いた
します。

渡航者数���％回復へ
ETAについて

ETAポイント

ETAS（Electronic Travel Authorit y 
System）を通じてオーストラリア移民局
に登録し、ETAと呼ばれる電子査証が発
行される仕組み。申請から発給までオンラ
インで完結する電子ビザとなっている。

●申請時にはパスポート、電子メールアドレ
ス、クレジットカードを用意
●観光、知人・親族訪問、商用いずれの目的
でも取得が必要
●パスポートの残存期間が1年以上あれば、
取得日から1年間有効で何回でも入国が可
能。1回の最大滞在日数は3カ月
●オンライン申請手数料としてA$20（約
1900円）が必要

充実の航空路線で美食大陸へ

オーストラリアの食文化を体験

※ETAに関する詳細および最新情報は在日オーストラリ
ア大使館のウェブサイトで確認
https://japan.embassy.gov.au
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出発1か月前を目途に
早めの申請を！

https://japan.embassy.gov.au


　オーストラリア政府観光局がローンチし
たグローバルキャンペーン「『グッデイ！』で
はじめよう、オーストラリア」もスタートから
1年。CGIアニメのキャラクターを起用した
オリジナルショートムービーで、オーストラリ
ア各地の魅力を紹介するという新しい手法
がインパクトを与えた。
　カンガルーのルビーとユニコーンのルイは
各国で好評を博しており、日本でも多くの旅
行会社がキャラクターを使った商品展開を
している。現在は、オーストラリア政府観光
局のYouTubeをはじめ、ティーバーやアベ
マなどの動画配信サービスへターゲティン
グに合わせた動画広告を出稿。「今後も長
く愛されるプロモーションにしていきたい」
（ベインズ日本・韓国地区局長）としている。

　オーストラリアの魅力を発信する上で欠
かせないキーワードの1つが「体験」だ。雄
大な大自然や唯一無二の世界遺産、固有
の野生動物や洗練されたグルメなど、旅の
切り口はさまざまだが、どれも実際に体験
できるプログラムが豊富にそろっているの
がオーストラリアの強み。そのなかでも旅
行中に何度も経験する食事は、バリエーシ
ョンをつけることで旅をより華やかに彩る
ことができる。
　バリエーションとはつまり、何を食べるか
だけでなく、いつ、誰と、どこで食べるかと
いう環境まで含めた食体験を指す。「オー
ジーには“何を食べよう”と“どこで食べよ
う”の区別がない」とベインズ日本・韓国地
区局長。高級レストランに出かけることも
あるが、早起きしたら眺めのよいカフェへ、
フィッシュ＆チップスを頬張るならビーチ
へというように、日々食事を美味しく食べる
こと、かけがえのない時間にすることが当
たり前になっているという。
　旅行者にも1日3回の食事をアクティビテ
ィのように楽しむ選択肢がいくらでも用意さ
れている。例えば、オーストラリアの極上ワ

インを楽しむなら一面
のブドウ畑が広がるワ
イナリーまで出かけたい
し、ウィスキー、ラム、ジ
ンなどの蒸留所で自分
だけのオリジナルボトル
を作るのもいいだろう。
自ら海に入りウニやア
ワビ、牡蠣を獲ってその
場で味わったり、森に分
け入りキノコやトリュフ
を採取し、新鮮な食材
を使った料理を楽しん
だりと、食文化をアクテ

ィブに体験することができる。
　また、オーストラリアの食文化で忘れては
ならないのが、ブッシュ・タッカーだ。アボリ
ジナルピープルが伝統的に食材にしてきた
固有のハーブや木の実、カンガルーやエミ
ューの肉などをブッシュ・フードとも呼び、こ
れらをアボリジナルガイドと一緒に採取した
り、使い方を学んだりするツアーが各地で
実施されている。
　こうしたオ
プショナルツ
アーを取り入
れるだけで、
オーストラリ
アの食体験は
旅行に忘れ難
いインパクト
を残すことに
なるだろう。も
ちろんツアー
や高級レスト
ランに高いお
金を払わなく
ても、ミートパイをテイクアウトしたり、カフ
ェでコーヒー文化に触れたりするだけでも
オーストラリアの食の魅力を感じることが
できるはずだ。

新キャンペーンの浸透を促進

オージー流に食を謳歌

オーストラリア政府観光局
ショートムービー「G’day」の
視聴先はこちら

　旅行会社が活用できるキャンペーン素材の
ダウンロードはこちら

※登録後、「come and say g'day」を入力・検索すると、
素材一覧にアクセスできる
※使用の際はパートナーシップツールキット（ガイドライン）を
参照のこと
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オージー・スペシャリスト・プログラム（���）
���名のスペシャリストが商談会の地、ケアンズに集結！
�������������������������������
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　「オージー・スペシャリスト・プログラム
（ASP）」は、旅行会社向けデスティネー
ション認定プログラム。この10月にはコロ
ナ明け初となるスペシャリスト限定の現
地イベント「G'day Australia 2023（グ
ッデイオーストラリア2023）」を開催し
た。商談会とファムから構成される同イベ
ント（旧コロボリー）は、全世界から300
名のオージー・スペシャリストとオースト
ラリア全土から124社のサプライヤーが
商談会の開催地であるケアンズに集結。

商談会で最新情報をアップデートしたほ
か、ケアンズならではのディナーレセプシ
ョンでサプライヤーと交流を図る場も用
意された。

　同イベントには、日本から18名の旅行
会社が参加。商談会の前後にはケアンズ
とメルボルンのチームに分かれてファム
も実施され、実際にオーストラリアの今を
体験する機会も設けられた。現地イベン
トは今後も随時開催を予定。参加募集は
オージー・スペシャリスト・プログラムのニ

ュースレターで告知されるので、ニュース
レターの受け取り登録を忘れずにしてお
きたい。

現地イベントや
ファム情報をチェック！

コロナ後初の
現地イベントを開催

活気ある商談会の様子

https://resources.australia.com/site/welcome.me
https://www.aussiespecialist.com/ja-jp
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　日本からゴールドコースト
へのゲートウェイが10月末
からブリスベン空港となる。
ゴールドコースト空港への直

行便ではなくなるものの座席供給力は増強
され、2024年2月からは関空／ブリスベン
の運航が予定され、ゴールドコーストへアク
セスできるフライトの合計座席数は過去最
多となる見込みだ。
　ブリスベン空港からゴールドコーストへ
のアクセス（約78㎞）は専用車なら1時
間。他にも電車（エアトレイン）やトラムな

どの手段があるが、お勧めはエアポートシ
ャトルバス。宿泊ホテルを周るサービス
（片道72ドル、往復138ドル）やサーファ
ーズパラダイスのトランジットセンター行き
のサービス（片道50ドル、往復100ドル）
もある。タクシーなら最低250ドル、ウーバ
ーでも最低150ドルはかかるので、お手頃
料金を希望する旅行者にはシャトルバス
がお勧めだ。

　HOTAはゴールドコーストの芸術拠点
で、HOTAギャラリーでは1年中無料で各
種アート作品を鑑賞できる。各種アート
が楽しめるだけでなく、映画館やカフェ、
レストラン、景観が最高な屋上バー、泳げ
る湖まであるHOTAは、総合エンターテイ
ンメント空間。日曜日にはマーケットが開
かれ、朝食や観光客のお土産探しにも最
適だ。
　17ヘクタールもの広大な土地を市が
購入したのは1960年代のこと。その後、

アート系の施設が作られリノベーションを
重ねながら常に芸術の中心だった場所
だ。2018年に大幅なリブランドが実施さ
れ、Home of the Arts（HOTA）となっ
てからは一段と魅力的なスペースとなっ
て市民や観光客の人気を集めている。
　サーファーズパラダイスの運河沿いに
あるHOTAは、車や公共交通機関でも訪
れることができるが、できればフェリーの
HOPOで行ってみたい。ゴールドコースト
の新交通手段として人気のHOPOは、運
河から高層ビルや高級住宅などの景観
を眺めながら移動できるため、観光フェリ
ーとしても人気を集めている。HOTAに立
ち寄った後は、再びHOPOを利用してマリ

ーナミラージュやシーワールドまで足を延
ばすこともできる。
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　ゴールドコーストの南部、ク
ーランガッタでは毎年6月、
1950年代～70年代の車と

音楽とファッションを愛する老若男女が集
まるイベントが開かれる。それがこのフェス
ティバル。来年は6月5～9日の5日間の開
催だ。
　期間中は世界中からロックンロール、ロ
カビリー、スウィングなどのミュージシャン
が集まりステージパフォーマンスが繰り広
げられる。60年代を代表するミュージシャ
ン、エルヴィス・プレスリーをトリビュートす

るアーティストたちによるコンテストも開
催。優勝者は米国のエルヴィス・ウィーク
への出場権を獲得できる。
　路上では2㎞にわたり、改造車のホット
ロッドや、クラシックカー、V8大排気量エ
ンジンのマッスルカーなど900台以上が
集結。またビーチフロントでは期間中、毎日
マーケットが開催され、レトログッズや50
～70年代ファッションに合うビンテージ小
物などが販売される。
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ブリスベンやケアンズへ
直行便が続々運航
ゴールドコースト、ブリスベン、ケアンズの最新情報

ブリスベン空港からゴールドコーストへは　
お手頃料金のシャトルバス利用がお勧め

新名所����に行くなら
観光フェリー����で

クーリー・ロックス・オン・フェスティバル
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オーストラリアを訪れる日本人旅行者は、コロナ禍が沈静化してから順調に回復。オーストラリ
ア旅行の人気の高さが証明されている。なかでも日本から一番近いオーストラリアであるクイー
ンズランド州への旅行需要は力強く回復。ブリスベンやケアンズへの直行便の運航も時間を追
って増えている。今回はこの人気の地、クイーンズランド州の最新観光情報をピックアップして
紹介する。

ケアンズ

ゴールドコースト

ブリスベン

������� トップエンド���������� ゴールドコースト

https://www.queensland.com/jp/ja/places-to-see/destinations/gold-coast/brisbane-to-gold-coast-jp
https://hota.com.au
https://hopo.com.au/
https://www.coolyrockson.com/


クイーンズランド州政府観光局（���）からのお知らせ
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　TEQはインターネットで音声情報を発信するポッドキャスト番組
「トラベル＆英会話Sunset Q.L.D」を放送中。もとは旅行業界向け
に州内の観光プロダクト情報を現地担当者によるライブ配信で紹介
していましたが番組内容をリニューアル。現在は旅行者の皆さんを含
めた幅広い方々に、最新情報を提供しています。オージーが使う英語
フレーズを取り上げて解説する英会話レッスンを交えて楽しくお届け
しているのが特徴です。
　放送回ごとにゲストを招待。毎回異なるテーマを取り上げていま
すが、ゲストには現地の観光施設や地域観光局等で活躍する日本人
やオージーが登場。ホテルマン、旅行ガイド、ワーホリ学生、旅行イン
フルエンサーなど、多彩なゲストたちが楽しいトークを展開します。
　1回分の放送時間は15分～20分と手軽な長さ。インターネッ

ト環境があればいつでもどこでも聞いていただ
けますので、朝の通勤、お昼休憩、夜寝る前等の
ちょっとした時間の気分転換にお聞きください。

クイーンズランド州
デジタル・ウオーキング・マップを制作

TEQでは旅行者のためにケアンズ、ブリスベン、
ゴールドコーストのウォーキング・マップを制作し
てきましたが、エコの観点から紙によるマップを
デジタル化することになりました。最新のマップは
下記のQRコードから入手していただけます。

�������「トラベル＆英会話������������」
絶賛オンエア中！

　ケアンズは順調に日本人観光客が増加
中で、6月にはヴァージン・オーストラリア
航空（VA）による羽田／ケアンズ線も運航
開始。ジェットスター（JQ）の成田／ケアン
ズ線の毎日運航も再開済み。同じくJQの
関空／ケアンズ線も週5便（繁忙期は毎日
運航）となっている。
　ケアンズ到着は早朝5時～6時前後だ
が、早起きシティーのケアンズなら時間を
持てあますことはない。入国手続きを済ま
せてタクシー（所要約10分／料金30ド

ル）やシャトルバス（所要約15分／料金
19.30ドル）で市内に着くころには街も動
き出す。スーパーは朝6時から、カフェも7
時からオープンの店もあり、荷物をホテル
に預けてチェックインまでの時間を有効活
用できる。土産物の下見やSIMカード購入
をスーパーで済ませ、散策がてら好みのカフェ

を見つけて朝食を摂るのがお勧め。
　海岸沿いの散策路、エスプラネードに面
する水遊びができる公園
「エスプラネード・ラグー
ン」は更衣室とロッカー完
備。朝食後にはビーチタ
イムも楽しめる。

　コアラと触れ合える観光施設「ケアン
ズ・コアラ＆クリーチャーズ」が11月中旬、
ショッピングモール「ザ・ピア」にオープンし
た。ケアンズで複数の観光施設を展開する
Cairns＆Port Trip&Attractions(CaPTA)

グループの運営によるもので、コアラと一
緒に写真撮影できる。
　以前は市中心部にある巨大ドーム型
植物園「ケアンズズーム＆ワイルドライフ
ドーム」内でサービス提供していた日本の
旅行業界にもおなじみの施設だが、移転
しての営業開始となった。今後、触れ合え
る動物を増やして来年以降正式オープン
となる。

　ブリスベン最大級の再開発プロジェクト「クイーンズ・ワ
ーフ・ブリスベン」は、コロナ禍の影響などで開業が遅れ気
味だが、施設ごとに開業予定が決まりつつある。まず来年
4月には５ツ星ホテル「ザ・スターグランド」やイベントセン
ター、一部飲食店が開業。来年半ばからは段階的にオー
プンする施設が増えていく見込みだ。

　地球の歩き方『ゴールドコースト＆ケ
アンズ グレートバリアリーフ ハミルト
ン島』編が8月29日に発行されたが、
『ブリスベン＆クイーンズランド』が別冊
付録になっている。クイーンズランド州
政府観光局が主にブリスベン情報を
雑誌スタイルにまとめ、読者のために
別冊付録として提供。観光局が日本読
者に訴えたいブランドコンセプトを説明する記事も掲載している。
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ケアンズ早朝到着後の過ごし方
お楽しみアイデア

�����が新しい
街中アトラクションをオープン

クイーンズ・ワーフ最新情報
5ツ星ホテルは来年4月下旬に先行オープン

地球の歩き方『ゴールドコースト＆ケアンズ
グレートバリアリーフ ハミルトン島』編に別冊付録
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https://queenswharfbrisbane.com.au
https://www.queensland.com/jp/ja/plan-your-holiday/news-and-articles/podcast-queensland-japan


ヴァージン・オーストラリア航空Virgin Australia

ヴァージン・オーストラリア航空
日本総代理店 株式会社ワールドコンパス

コールセンター電話番号 ����������������旅行会社専用番号 ������������
�※営業時間：平日9：30－17：30

旅行会社専用メールアドレス ����������
��

�	�����
�����

　日本へ初就航となった羽田－ケアンズ線
は同社の最新機材であるボーイング737-8
型機を使用する。座席数は全176席・座席

クラスはビジネスクラス
が8席。エコノミークラス
が138席。これらに加え
て30席用意されている
のが「エコノミーX」だ。

　エコノミーXはエコノミークラスより40%足
元の広いスペースを確保しているほか、優先
搭乗や頭上収納スペースの優先利用など、

ユニークなサービスを提供しているのが大き
な特徴だ。
　また、エンターテインメントシステムについ
ても手持ちのタブレットやスマートフォンを
用いて、豊富なコンテンツを日本語で楽しむ
ことが可能だ。
　さらにヴァージン・オーストラリア航空の
大きな特徴といえるのが、旅客の視点にたっ
た付加価値の高いサービスだ。同社は
AirlineRatings.comの「ベスト・キャビン・
クルー賞」を5年連続で受賞するなど、客室
乗務員によるおもてなしには定評がある。
　日本人旅客への対応に関しては日本人の
客室乗務員が機内に搭乗しているほか、オー
ストラリア国内には日本語で予約や問い合
わせが可能なゲストコンタクトセンターを用
意。きめ細やかなサービスを提供している。

　ヴァージン・オーストラリア航空のフライ
トの日本での発着空港は東京都心に近い
羽田空港となる。加えてANAとのコードシェ
ア提携を行うことで、札幌、名古屋、大阪、
福岡、沖縄、小松、広島、岡山、松山、高知、
熊本、宮崎、鹿児島、大分、長崎の各都市
とのアドオン運賃の販売を行っており、日本
の主要都市からスムーズにオーストラリア
に向かうことが可能だ。

　さらにケアンズ到
着後も、シドニー、メ
ルボルン、ブリズベン
といった主要都市だ
けでなく、アレデー
ド、パースへの乗り継
ぎも可能で、オーストラリア国内のアクセス
性も非常に高いものとなっている。
　多様性があり、かつ豊富な観光資源を

持つオーストラリアにユニークなサービスと
利便性の高いヴァージン・オーストラリア航
空を使って是非訪れてみてはいかが。

日本からオーストラリアへの新たな翼
ヴァージン・オーストラリア航空の羽田－ケアンズ線

旅客目線に立ったサービスを
競争力の高い運賃で提供
「エコノミー�」に代表されるユニークさも魅力

���とのコードシェアで
日本国内各地から容易にアクセス
ケアンズからも円滑にオーストラリア主要都市へ

エコノミーXはユニークなサービスを提供 エンターテインメントシステムも充実
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日本からオーストラリアへの新たなアク
セスとして加わったのが、今年6月28日か
ら羽田－ケアンズ線の運航を開始したヴ
ァージン・オーストラリア航空だ。同社は
旅客の視点に立った付加価値の高いサ
ービスを提供する点が大きな特徴となっ
ている。また、羽田空港から運航している
ことや全日空（ANA）とのコードシェア提
携により、日本国内各地からの乗り継ぎ
が可能だ。また、ケアンズからもオースト
ラリアの主要都市に接続しており、オー
ストラリア国内をスムーズに移動するこ
とができる。

mailto:sales.jp@virginaustralia.com
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　目を見張るような眺望と、それに
見合う料理が味わえる。アジアの美
味しくてスパイシーな風味を取り入
れたメニューが特徴。バーレイヘッズ
の黄金色の砂浜からほど近い場所
でのグルメ体験はまさに忘れること
のできない旅の思い出となるはず。

　アートの殿堂「HOTA（ホーム・オブ・ジ・ア
ート）」の目を見張るような回廊を歩き回れ
ば、食欲が湧いてくるに違いない。ここでは、
料理長が地元産の食材を活かし、HOTAの
芸術性を、料理という形で表現している。

　ビーチから目と鼻の先にある、赤
レンガ造りの店構えが印象的。本格
的なピッツァとパスタが味わえる。
屋外のテーブルでパームビーチの
賑わいを眺めながら、ゴールドコー
スト流の「ラ・ドルチェ・ヴィータ（自
由気ままな生活）」を満喫しよう。

　話題の「ザ・ランガム・ゴールドコ
ースト」にあるフラッグシップ高級
広東料理レストラン。食通たちが思
わず舌を巻く、見事な選りすぐりの
セットメニューで市内屈指の中華料
理を体験できる。

　息をのむような絶好のロケーションと、目を
見張るような魅力的な内装が魅力。豊富なコ
ールドバー、フレッシュなパスタ、炭火で焼いた
高級牛肉など、メニュー選びに困るほどどれも
が美味しい。

　ブロードビーチのオラクル地区
にあり、エレガントで社交的なモダ
ン・オーストラリア料理を提供する。
10年以上の歴史を誇るこの店で、
ゆったりとくつろぎながら完璧なサ
ービスと共に素敵な料理を味わい
たい。

おすすめの一品 ●シーフード・リングイネ（パスタ）、新
鮮なシーフードをニンニクや唐辛子、トマト、アーモンド
で味付け、仕上げに白ワインで地中海風にしたパスタ

おすすめの一品●ダンク・ビーフ：9+クラスのチン
チラステーション産オーストラリア和牛ビーフに、
フォアグラとガルム（魚醤）、オニオンソース、3度揚げしたカリカリポテトを添えて

今、注目！
ゴールドコーストのダイニングシーン

ゴールドコーストは、近年グルメの街、美食の地として
も高い評価を得ている。なかでも「シェフ・ハット」と呼
ばれる名誉ある賞を受賞したレストランが23軒もあ
る。これは、オーストラリアン・グッド・フード・ガイド
（Australian Good Food Guide）が採用している評
価システムで、食材、味、プレゼンテーション、テクニッ
ク、価値などの要素を考慮し、常に素晴らしい料理を
提供するレストランに贈られるものだ。ゴールドコース
トで最高級の食事を楽しむなら、ぜひこれらの素晴ら
しいレストランを予約してみてはいかがだろうか。

おすすめの一品●モートン・ベイ・バグ（うちわエビ）・ロール

住所  3/43 Goodwin Terrace, Burleigh Heads
URL  www.rickshores.com.au

住所  135 Bundall Road, Surfers Paradise
URL  paletterestaurant.com.au

おすすめの一品 ●品数豊富な窯焼きピザはどれもおすすめ

住所  1069 Gold Coast Highway, Palm Beach
URL  balboaitalian.com.au

おすすめの一品 ●シェフズ・プレミアム・
セットメニューとペアリングのワイン

住所  38 Old Burleigh Road, Surfers Paradise
URL  www.langhamhotels.com/en/the-langham/gold-coast/dine/tang-court

住所  74 Seaworld Drive, Marina Mirage
URL  www.lalunadining.com.au/about-us

おすすめの一品●大海老のリゾット、黒トリュフの生クリーム、キャビア添え

住所  Shop 137/3 Oracle Boulevard, Broadbeach
URL  socialeatinghouse.com.au

リック ショアーズ

パレット バルボア・イタリアン

タン・コート ラ・ルーナ

ソーシャル イーティングハウス �����������
�������������
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https://socialeatinghouse.com.au/
https://paletterestaurant.com.au/
https://balboaitalian.com.au/
https://www.langhamhotels.com/en/the-langham/gold-coast/dine/tang-court/
https://www.lalunadining.com.au/about-us
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Food & Drink 
Events in 2024

　メルボルンを代表する市場、クイーン・ビクトリア・
マーケットで行われる夏の祭典。各国の屋台料理や
クラフト、特産品などが並び、食べ歩きやショッピン
グを楽しむことができる。至る所で野外ライブや路
上パフォーマンスも。冬季も開催される。

　カカドゥ国立公園で開催される食の祭典。6万
5000年の歴史を持つ先住民族が大切にしてきた
ブッシュ・フードを通して伝統文化について学べるほ
か、食を中心にアート、音楽、パフォーマンス、ワーク
ショップなども行われる。

　埠頭に面した倉庫群、サラマンカ・プレイスで行
われる食の祭典。ワイナリーや蒸留所、レストランや
カフェなど80以上の飲食店が出店し、タスマニア産
の食材を使ったシーフ―ドやエスニック料理、スイー
ツなどが楽しめる。

　マウントタンボリンで行われる食と農業のフェステ
ィバル。農場ツアーやロングランチなど約130のイ
ベントがあり、地元産の豊かな食に出会うことがで
きる。コールドロン蒸留所でのジン・ブレンディング・
クラスがおすすめ。

　1993年にスタートした食とワインのイベント。市
内や郊外で大小250以上ものプログラムが用意さ
れ、有名シェフやワインメーカー、ソムリエなども参
加する。名物は全長約500mのテーブルで1600名
が着席するロンゲストランチ。

　優れた品質のワインを生産しているアデレード・ヒ
ルズのワイン祭り。ワイングラス付きのわずかな入場
料で、各種ワインの試飲やカジュアルフード、ライブ
音楽などが楽しめる。焚火やホットワインなど冬なら
ではの楽しみも。

　1823年からシドニー・オリンピック・パークで開催
されている歴史ある農業祭。新鮮な食材が豊富にそ
ろい、オーストラリアならではのバーベキューやミート
パイ、バーガー、ワイン、パスタ、スイーツなどが楽しめ
る。そのほか、名産品の販売や動物との触れ合いも。

　ポートダグラスのシェラトン・グランド・ミラージ
ュ・リゾートで行われる食のイベント。敷地内のフェ
スティバル・ヴィレッジでは、ライブ感あふれる料理
のデモンストレーションや屋台グルメ、ライブ音楽な
どが楽しめる。

　果物の栽培やワインの産地として知られるオレン
ジ地方で、毎年秋に行われる地域の食とワインのフ
ェスティバル。30年以上の歴史を誇り、地元のレス
トランやカフェ、ワイナリーなどを舞台に多彩なイベ
ントが繰り広げられる。

　パースから南へ車で約3時間のワイン産地、マー
ガレット・リバーで行われるワインの祭典。ブトウ園
ツアーや上質なワインの試飲、ワイン生産者やソム
リエとの出会いなど、ワインにまつわるさまざまな体
験ができる。

　南オーストラリア州を代表するRAAトラベル主催
のフード・フェスティバル。アデレードのタウン・スク
エアを中心に、一流のシェフによる州ならでは食材
を活かした食事やワイン、クラフトビールなどを楽し
むことができる。

　ジョセフ・クロミー・ワインズが主催する最高級ス
パークリングワイン生産者の展示会。地元だけでな
く、国内外のスパークリングワインを美食と共に味
わうことができる。期間中は音楽やダンス、ヨガを
楽しむことも。

2023年11月22日～2024年3月13日 ビクトリア州●メルボルン

メルボルン・ナイトマーケット
水曜日の夜を盛り上げるナイトイベント

5月24～26日 ノーザンテリトリー●カカドゥ国立公園

テイスト・オブ・カカドゥ
アボリジナル伝統の食文化イベント

2023年12月27日～2024年1月6日 タスマニア州●ホバート

タスマニアズ・テイスト・オブ・サマー
年末年始を盛り上げるフードイベント

6月1～30日 クイーンズランド州●ゴールドコースト

シーニック・リム・イート・ローカル・マンス
食の祭典でオリジナルのジンづくりを

3月15～24日 ビクトリア州●メルボルン

メルボルン・ワイン＆フード・フェスティバル
初秋の恒例、南半球最大規模の食の祭典

6月28～30日 南オーストラリア州●アデレード・ヒルズ

ウィンター・レッズ
ワイン産地で暖まる冬の週末イベント

3月22日～4月2日 ニュー・サウス・ウェールズ州●シドニー

シドニー・ロイヤル・イースターショー
農業の発展祝う大規模な長寿イベント

8月8～11日 クイーンズランド州●ケアンズ

テイスト・ポートダグラス
トロピカルリゾートでグルメの祭典

4月5～14日 ニュー・サウス・ウェールズ州●オレンジ

オレンジ・フード・ウィーク
農産物の豊かさ祝う地域イベント

10月下旬 西オーストラリア州●マーガレット・リバー

ファイン ヴァインズ フェスティバル
ワインに酔いしれる��日間の宴

5月3～12日 南オーストラリア州●アデレード

テイスティング・オーストラリア
食の好奇心を刺激する��日間

11月 タスマニア州●ロンセストン

エフェルヴェセンス・タスマニア
スパークリングワインを探究する�日間

1月2、3日は休み
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City of Hobart and Alastair Bett

South Australian Tourism Commission ⒸAndrew Wilson

South Australian Tourism Commission

ⒸDestination NSW

©Destination NSW

ⒸTourism NT



ノーザンテリトリー

西オーストラリア州

南オーストラリア州

ウルルの絶景望む屋外レストランで特別ディナー

タリ・ウィル

　アナング族の言葉で「美しい砂
丘」を意味するタリ・ウィルは、夕
陽に染まるウルルを望む特別な屋
外ディナー体験。先住民に伝わる
食材の特性を活かした4コースの
料理を、オーストラリアワインとの
ペアリングで楽しむことができる。
語り部による星空観測も忘れられ
ない思い出に。
Tali Wiru
https://www.ayersrockresort.com.au/experiences/tali-wiru

南国ムードあふれる水辺のレストランで癒しの食体験

ピーウィーズ・アット・ザ・ポイント

　トロピカルなヤシの木に囲まれ
たイースト・ポイント保護区に位置
するウォーターフロントのレストラ
ン。見た目にも美しい洗練された料
理は、地元産の新鮮な食材を使用
しているほか、土地の文化や気候
なども反映されている。オーストラ
リア産や世界各国のワインも豊富
にそろう。
Pee Wee’s at the Point
https://www.peewees.com.au

土地の恵みブッシュフードの奥深さに興味津々

マーリナップ・アボリジナル・ギャラリー

　食やアートなどを通してアボリジ
ナル文化を発信しているスワンバレ
ーのギャラリー。ホストのデール・
ティルブルックさんによるトークと
ブッシュ・タッカーのツアーでは、
固有のハーブやナッツ、フルーツな
どで作った加工品を試食でき、ア
ボリジナルの伝統的食材に触れら
れる。
Maalinup Aboriginal Gallery
www.maalinup.com.au

人気のジン・バーを巡るパースのウォーキングツアー

ヒドゥン・ディ・ツアーズ

　ジンの蒸留所が市内各地に出現
しているパース。ジン好きにはヒド
ゥン・ディ・ツアーズが主催するパ
ースのジン・ウォーキングツアーが
おすすめだ。ガイドによるジンの解
説を聞きながら2軒のバーに立ち
寄り、ジンを引き立てる付け合わせ
と共にさまざまな種類のジンを味
わえる。
Hidden deTours
https://www.hiddendetours.com.au

採れたての食材で作る美味しい料理づくりに挑戦

ザ・ファーム・イータリー

　有名なワイン産地、バロッサバレ
ーに位置するレストラン。地元の食
材を使った南オーストラリア・スタ
イルの料理とワインやジンを楽し
むのはもちろん、料理教室に参加
するのもおすすめだ。パンやチー
ズ、ピクルス、パスタなどのほか、
和食やベジタリアン料理などのク
ラスがそろう。
The Farm Eatery
https://www.thefarmeatery.com

アデレードの台所を訪れ、フードツーリズムを体験

フード・ツアー・オーストラリア

　元シェフで著名な食品専門家で
もあるマーク・グリーソン氏が企画
したウォーキングツアー。アデレー
ド・セントラル・マーケットを散策
し、州内で作られた食べ物の試食
や店主との会話を楽しむディスカ
バリーツアーをベースに、朝食やラ
ンチが付くコースなどが用意されて
いる。
Food Tours Australia
https://www.ausfoodtours.com
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夕暮れのシャンパンでスタート 海を望む開放的なロケーションが魅力

ジャムやチャツネ、酢などを試食 香り高いジンを飲み比べ

ファーム・トゥ・テーブルを実践 基本のツアーは約90分でコーヒー付き

食料自給率が高く、さまざまな国の食文化が溶け合うオーストラリア。
今やオーストラリアが美味しい国であることは周知の事実だ。さらにも
う一歩踏み込んで、自ら獲る、作る、味わう、そんなアクティビティとし
ての食体験をしてみたい。ここではフード＆ドリンク体験ができる各州
イチ押しのスポットを紹介していこう。

美味しいオーストラリアを体験

フード�ドリンク
おすすめスポット

ⒸVoyages Indigenous Tourism Australia ⒸTourism NT/Christopher Nayna

Hidden deTours © Tourism Australia

ⒸTourism Australia ⒸJosh Geelen



クイーンズランド州

ニュー・サウス・ウェールズ州

ビクトリア州

タスマニア州

クルージングとシーフードランチに酔いしれる日曜日

YOTでのサンデーランチ

　YOTクラブ社が運航するスーパ
ーヨットYOTで、ゴールドコースト
のブロードウォーターをクルージン
グしながら楽しむ日曜日のランチ
プラン。乗船時のカクテルやライブ
エンターテインメントを楽しみなが
ら、ゆったりと3コースの新鮮なシ
ーフードメニューを味わえる。

Sunday Lunch on the YOT
https://www.queensland.com/gb/en/things-to-do/events/
p-62620fd4ff1e28902e07f678-sunday-lunch-on-the-yot

ガイドのシェーンさんが地元の美味しいものをご案内

アサートン高原ツアー

　オージーガイドによる日本語ツア
ーのトゥルーブルーツアーズが主催
する大自然を巡るツアー。熱帯雨
林や湖、国立公園などを訪れなが
ら、アサートン高原の牧場で出来
立てのチーズを試食したり、フルー
ツワインを試飲したりするほか、ラ
ンチにはキッシュやオージービーフ
が楽しめる。
Atherton Tablelands Tour
https://www.truebluetours.com/atherton

目の前にシドニー・オペラ・ハウスを望むレストラン

ハーバーフロント・シーフード・シドニー・ザ・ロックス

　歴史あるザ・ロックスに位置する
ウォーターフロントのシーフードレ
ストラン。目の前にシドニー・オペ
ラ・ハウスとシドニー・ハーバー・ブ
リッジを望むロケーションが魅力
で、特に屋根付きのテラス席が人
気だ。新鮮な食材をモダンにアレ
ンジしたメニューのおすすめは、牡
蠣やバラマンディなどのプレート。
Harbourfront Seafood Sydney the Rocks
https://thevenuesco.au/harbourfront

水中テーブルで新鮮な牡蠣を味わうユニーク体験

シドニー・オイスター・ファームツアーズ

　シドニーから車で約1時間、ホー
クスベリー川水域の牡蠣養殖場が
舞台のツアー。おすすめは、長靴
付きのゴム製水中スーツを着用す
る「Immerse Yourself」のコー
ス。ボートで養殖場へ向かい、水中
にセットされたテーブルで新鮮な
牡蠣18ピースとスパークリングワ
インが楽しめる。
Sydney Oyster Farm Tours
https://www.sydneyoystertours.com

ヤラ川を行くクルージングレストランで優美な時間を

スピリット・オブ・メルボルン

　ディナークルーズを体験するな
ら、メルボルンの中心部を流れるヤ
ラ川で催行されるスピリット・オブ・
メルボルンがおすすめ。刻 と々変化
するウォーターフロントの景色に魅
了されながら、地元の食材をふん
だんに使った繊細な料理とワイン
で優雅なひと時を楽しむことがで
きる。
Spirit of Melbourne
https://www.melbcruises.com.au/dining-experiences

車窓を流れる風景と絶品のフード＆ドリンクを堪能

�������

　メルボルンから車で約90分のべ
ラリン半島にある町、ドライズデー
ルからクイーンズクリフ間を走るレ
ストラン鉄道。車内では地元産の
食材を使用したコース料理やビー
ル、ワイン、サイダーなどを味わうこ
とができ、車窓からはポートフィリ
ップ湾やワイナリーなどの風景が
楽しめる。
Q Train
https://www.theqtrain.com.au

���年ぶりに蘇ったシングルモルトウイスキーの蒸留所

ラーク・ディスティラリー

　“オーストラリアンウイスキーの
父”として知られるビル・ラーク氏
が1992年に設立したオーストラ
リア最古のウイスキー蒸留所。ホ
バートの北、車で約30分の場所
にある蒸留所は石造りで、歴史を
感じさせる。ガイド付きテイスティ
ングツアーや蒸留所ツアーがおす
すめだ。
Lark Distillery
https://larkdistillery.com

天然牡蠣の養殖場で新鮮な牡蠣やシーフードを満喫

バリラ・ベイ・オイスター

　ホバート中心部から車で約20
分のバリラ湾で、1980年に創業し
たオイスター・ファーム。新鮮な生
牡蠣とアワビ、タスマニアの伝統
的なジンジャービールが楽しめる
約1時間のファームツアーが人気
だ。レストランで洗練されたシー
フード料理を味わうのも特別な時
間になる。
Barilla Bay Oysters
https://barillabay.com.au
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2時間半のクルージングで贅沢ランチを
コーヒー工場ではお土産も

イベントやレセプションにも最適 写真映えする牡蠣テイスティング

クルージングの所要時間は約3時間
鉄道の旅は往復約3時間

さまざまな種類の蒸留酒をボトルで購入できる ビーチでは牡蠣のリースを見学できる

ⒸHarbourfront Seafood Restaurant Sydney

ⒸTourism Tasmania & Nick Osborne ⒸTourism Tasmania & Nick Osborne

©Destination NSW

©Tourism and Events Queensland/Andrew Watson

https://www.queensland.com/gb/en/things-to-do/events/p-62620fd4ff1e28902e07f678-sunday-lunch-on-the-yot


ニュー・サウス・ウェールズ州���������������

オーストラリアン・クルーズ・グループ

クルーズでシドニー・ハーバーの風景と美食を堪能

������

　世界三大美港の一
つ、シドニー・ハーバー
の魅力を体験するなら
クルーズが最適だ。36
年の歴史を誇るオース
トラリアン・クルーズ・グ
ループは、多数のクルー
ズツアーを催行。なかで
もラグジュアリーなエン
ターテインメントショーが人気のショーボートディナークルーズや大き
な窓から景色を満喫できるデラックスランチクルーズがおすすめ。どち
らも水上でコース料理と極上のワインをゆったりと味わうことができる。

�����������������������  
������������������������������������
���

レッツ・ゴー・サーフィン

初心者大歓迎！ボンダイ・ビーチでサーフィンデビューを

���������
�

　サーフスポットとして
有名なボンダイ・ビーチ
で、初心者から経験者
まで対応するサーフィン
スクール。グループレッ
スンとプライベートレッ
スンがあり、いずれもウ
ォーミングアップ、パドリ
ング、サーフボードの立
ち方をはじめ、海のコンディションの見方などを習うことができる。ウエ
ットスーツやサーフボードはレンタルできるので、必要なものは水着と
タオルだけという気軽さも人気だ。

��������������

������������������������
���

ハンター・バレー・リゾート（ザ・ファーム）

�つのリゾートでワイン、ビール、アクティビティを満喫

�����
�	�����

　オーストラリアワイン
発祥の地ハンター・バレ
ー。ポコルビンに位置す
る約100エーカーのハ
ンター・バレー・リゾート
には、広大な敷地に4つ
星の宿泊施設、セラー
ドア、ブリュワリーなどが
あり、オーストラリアワイ
ンや地元のクラフトビール、美味しい食事を心ゆくまで楽しむことがで
きる。乗馬やセグウェイ、クッキングスクール体験、ワイン樽ころがしな
ど、アクティビティも豊富にそろう。

������������
�	�����（��������）
�������������������
���
���

ロイヤル・ボタニック・ガーデン・シドニー

王立植物園で先住民に学ぶブッシュ・タッカー

������

　シドニー・ハーバーの
パノラマを望む市民憩
いの王立植物園。広大
な園内を巡るさまざま
なツアーが催行されて
おり、なかでもアボリジ
ナルピープルのガイドが
案内してくれるアボリジ
ナル・ブッシュ・タッカ
ー・ツアーが興味深い。先住民が伝統的に食してきた動植物のブッシ
ュ・タッカーがどのように食べられ、それらが現代の食文化にどう生か
されてきたかなどについて学ぶことができる。

����	�
�������������������
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シドニー・ハーバーやビーチ、ワイナリーを舞台に
シドニーならではのアクティビティを体験
ニュー・サウス・ウェールズ州のレジャープロダクト

シドニー・ハーバーや王立植物園などの
観光地でも、数時間のツアーに参加する
ことでオーストラリアの文化に触れるこ
とができる。オーストラリアンワインを楽
しむなら、その舞台はワイン産地がいい。
ハンター・バレーならシドニーから車で北
へわずか2時間半の距離だ。 ©Destination NSW

日本人スタッフも乗船しているので安心
©Australian Cruise Group

インストラクターが丁寧に指導
©Lets Go Surfing

地元クラフトビールのテイスティングも可能
©Destination NSW

伝統食に触れる約1時間のツアー
©Destination NSW
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シドニー

ハンター・バレー

https://www.australiancruisegroup.com.au
https://www.botanicgardens.org.au/whats-on/aboriginal-bush-tucker-tour
https://letsgosurfing.com.au
https://huntervalley.com.au


ビビット・シドニー ����

感動！光と音楽と食とアイデアのフェスティバル

������

　オーストラリア最大の
光と音楽と食とアイデ
アのフェスティバル。14
回目を迎える2024年は
5月24日から6月15日ま
で開催される。シドニ
ー・オペラ・ハウスのプ
ロジェクション・マッピン
グや有名なミュージック
アーティストのライブなどはもちろん、食のテーマも見逃せない。イベン
トとコラボレーションしたレストランやインターナショナルなシェフによ
るパフォーマンスは、メニューだけでなく斬新な演出にも驚かされる。

�����������������　
���������������������������

サウス・バイ・サウスウエスト・シドニー ����

最先端のテクノロジー複合イベントをシドニーで開催

������

　米国発の複合イベン
トが2023年初めてシド
ニーで開催された。クリ
エイティビティとイノベ
ーションを基に、音楽、
映画、ゲーム、テクノロ
ジー、文化などさまざま
な分野の最先端テクノ
ロジーを見ることができ
る。2024年も10月にシドニーで開催の予定で、アーティストによるパ
フォーマンス、ゲーム展示、映画上映、技術エキスポなど多数のイベン
ト、セッション、カンファレンスが行われる予定。

����������������
����������������������

ハンダ・オペラ・オン・シドニー・ハーバー

水上ステージで繰り広げられる迫力の野外オペラ

������

　目の前にシドニー・ハ
ーバーを望む最高のロ
ケーションで1カ月に渡
り上演される野外オペ
ラ。舞台は水上に張り
出すように設営され、舞
台の背景にはシドニー・
オペラ・ハウスやシドニ
ー・ハーバー・ブリッジ、
頭上には星空が広がる何とも贅沢なステージだ。上演される演目も日
本人に馴染み深いものが多く、2024年は3月22日から4月21日まで
ウエストサイド・ストリーが上演される。

���������
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シドニー・マラソン ����

全長����mのシドニー・ハーバー・ブリッジを走る

������

　シドニーの最も象徴
的な名所を走るマラソ
ン大会。フルマラソンや
ハーフマラソンに加え、
10㎞のブリッジ・ラン、
3.5㎞のファン・ランが
あり、いずれもシドニー・
ハーバー・ブリッジを渡
り、ゴールのシドニー・オ
ペラ・ハウスを目指す世界でも美しいコースの1つだ。シドニー・マラソ
ンは、現在6大会が加盟するアボット・ワールドマラソン・メジャーズ
（AWMM）の正式候補レースとなっている。

�������	�
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�月��日～�月��日  

�月��日～�月��日  ��月  

�月��日

旅を彩る多彩なイベントで
シドニーの文化、カルチャーに触れる
ニュー・サウス・ウェールズ州のメジャーイベント

ニュー・サウス・ウェールズ州では1年を
通して各地で多彩なイベントが開催され
ている。なかでも州都シドニーで行われ
る大がかりなイベントは、旅のモチベー
ションアップに最適だ。旅行者でも気軽
に参加できるイベントで、オーストラリア
の最新カルチャーや食文化に触れたい。 ©Destination NSW

光のキャンバスになるシドニー・オペラ・ハウス
©Destination NSW

シドニーの街なかでさまざまなイベントを開催
©Destination NSW

観劇前には食事やカクテルが楽しめる
©Hamilton Lund

目指すゴールはシドニー・オペラ・ハウスだ
©Brett Hemmings

オーストラリア特集 2023 13

シドニー

https://www.vividsydney.com
https://sydneymarathon.com
https://sxswsydney.com
https://opera.org.au/productions/west-side-story-on-sydney-harbour


パース

西オーストラリア州��������������� ��

　西オーストラリア州政府観光局では、新たなグロ
ーバルキャンペーン「WALKINGON A DREAM―さ
ぁ、夢の世界へ旅立とう」を日本でも展開中。
　世界遺産の海「ニンガルーリーフ」のジンベイザメ
が夕暮れ時の海を雄大に浮遊する様子を描いた広
告を中心に、西オーストラリア州が冒険心を刺激す
る夢のような旅先であることをアピールするもの。夏
には新宿と原宿で、肉眼で大迫力の3D映像に見え
る街頭ビジョンを活用し多くの消費者に直接メッセ
ージを届けた。
　今後もオンラインを中心に戦略的に広告を実施。既存のファン層に加えて新たな渡航需要
を創出していく狙いだ。

新グローバルキャンペーン「�������������
���
」

　10月29日、ANAによる成田/パース直行
便がついに運航再開。まずは週3便だが、州
政府観光局では安定的な運航を維持し、さ
らに5便、デイリーへと成長を目指す。

　下期そして2024年以降への戦略とし
て、ワイルドフラワーを重要テーマとして継
続訴求し、「世界一幸せな動物」として抜群
の知名度を獲得しているクオッカも従来以
上に積極活用。そのクオッカが暮らすロット
ネスト島ではコロナ禍中にラグジュアリーホ
テルとグランピングも開業。日本市場での提
案も強化中で、メディア露出も増加が見込
まれる。
　イベントやテーマを軸にSIT需要の喚起に
も努め、セルフドライブについても関係企業
と協力して取り組んでいく。
　なお、直行便就航記念ではエイチ・アイ・
エスと連携しラッピングバスも運行。クオッカ
を大きく描き、街中や観光地で広く認知を広
げていく。

　11月の商談会で来日したのは13・団体だ
が、実は泣く泣く参加を断らざるを得なかっ
た企業・団体も少なくなかった。日本市場に
とっての「長年の仲間」である彼らは、日本向
けの先行投資にも力を入れて万全の受入態
勢を整え日本人旅行者を待っている。
　さらに、現地側での日本市場への期待と
思い入れの高まりは観光業の中だけには留
まらない。パース直行便の再開初便には州
政府の首相と副首相がANA井上慎一社長
とともに搭乗して来日。
　本紙取材に対して首相は「ようやく直行便
の再開にこぎつけられてとてもうれしい。直

行便の恩恵はどれだけ大きいか想像がつか
ないほど」などと述べたほか、州政府の駐日
代表部が今年で開設55周年であることにも
触れ、今後の双方向交流の活性化に期待。
　さらに貿易やエネルギーなどを通したさら
なる関係深化も見据えているところで、来日
中には投資・貿易の促進を目的としたレセプ
ションも都内で開催した。

ついに直行便再開！ 現地は受入態勢万全
州首相も���初便で来日

待望の直行便再開！
クオッカやセルフドライブなど注力へ
リカバリーへの重点項目、グローバルキャンペーンも－州首相も交流拡大に意欲

直行便再開でリカバリーの加速が見込まれ
る西オーストラリア州。現地でも日本市場へ
の期待が大きく高まっている。今回のオース
トラリア特集ではそうしたサプライヤーのう
ち、11月中旬に実施した商談会のために現
地から来日した13社・団体の最新情報を紹
介。彼らが日本に対して熱い思いを持って極
めて協力的であることはお墨付き。商品造成
等に是非活用してほしい。

成田空港到着時にはANAの関係者や大森芸妓が出迎え
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西オーストラリア州政府観光局 日本市場向け���・観光情報サイト

　西オーストラリア州政府観光局ではオンラインでの情報発信を
引き続き強化中。Facebook、Instagram、X（旧Twitter）、本局
公式サイトに加え、日本市場限定のANAのコラボサイトや業界向
けイメージライブラリも運営。さらにパースのウ

ォーキングマップや公式ガイドブック「WAVE」もダウンロード可能だ。州政
府観光局では、ANA直行便の継続運航に向けて特別予算も確保しており、
各ツールでは今後の展開も随時発表していくので是非フォローしてほしい。
詳細は右記リンクから。 ���������������������_�����

日本市場の味方！来日サプライヤーを一挙紹介！

　プレミアムワイン
の世界的産地マー
ガレットリバーを中
心とした南西部を
管轄。息をのむよう
な光景やユニーク
な野生動物、手つ

かずのビーチ、美しいブドウ畑、ユーカリの森や洞窟、
24もの国立公園、豊かな自然と新鮮な食材、世界最
高級クラスのワインから生み出される極上のグルメ体
験など、一生に一度の体験が待っている。

　IHGホテルズ＆リ
ゾーツはパース市
内で、インターコン
チネンタル、クラウ
ンプラザ、ホリデイイ
ンの3ブランドで4
軒のホテルを運営。

家族旅行からロマンチックな休暇、企業インセンティ
ブから教育旅行団体、そしてFITラグジャリーまで様々
なお客様に対応。アクセスも便利で、パース、そして州
全体を最大限に楽しむ最適な拠点だ。


��ホテルズ＆リゾーツ
　オーストラリアの
観光産業を代表す
る企業グループ。州
内ではロットネス
ト・エクスプレスで
ロットネスト島を訪
れ、ホリゾンタルフ

ォールズ・シープレーン・アドベンチャーでキンバリー
のホリゾンタルフォールズ（水平の滝）を探索。そし
て、ニンガルーリーフでは高級リゾートのサルサリス
に滞在して世界遺産の絶景を満喫しよう。

ジャーニー・ビヨンド

　14人乗り～60
人乗りまで揃う大
手コーチ会社。ラグ
ジャリーコーチも強
みで、キンバリー地
方を豪華クルーザ
ーで巡る新商品も。

ロットネスト島でも大型フェリーを毎日運航し、島内で
も様 な々事業を展開。ピナクルズ、ウェーブロックなど
州内各地への日帰り＆滞在ツアーも多数。日本市場へ
投資も強化中で日本語対応も充実している。

ピナクルトラベルグループ

　エンタメ、飲食、
アート、デザイン、建
築、ファッションを6
本柱とするQTホテ
ルズ＆リゾーツの高
級デザイナーズホテ
ル。地域の歴史や

文化を元にデザインされたアートとスタイル、そして豪
華さが見事に融合。最高のサービスと快適な滞在、
素晴らしいグルメが自慢で、イタリアンレストランとお
しゃれなルーフトップバーが大人気だ。


	パース
　ロットネスト島へ
のフェリー SeaLink
Rottnest Island、
パースとフリーマン
トルを結ぶクルーズ
やスワンバレーへの
グルメワインクルーズ

などを運航するCaptain Cook Cruises WA、スワ
ンバレーデイツアーのSwan Valley Toursを展開
しフレンドリーなサービスで人気。スワンバレーは州都
から船で行ける豪州唯一のワイナリーだ。

シーリンク・マリーン＆ツーリズム

　ロットネスト島で
上空4.5kmからタ
ンデムのスカイダイ
ビングを提供。離島
でのスカイダイビン
グは世界でも希少
だ。経験豊富なチー

ムがレクチャーから実際のダイブまでサポート。美しい
海岸線や島々、パースのパノラマの景色を満喫でき
る。スカイダイブ・ジェロニモで、非日常との出会いと究
極のスカイダイビングを体験してみては。

スカイダイブ・ジェロニモ ��
　最新鋭の水上飛
行機と経験豊富な
パイロットチームが
スワンリバーの桟
橋を発着する遊覧
飛行を提供。パー
スの魅惑的なスカ

イライン、美しいビーチ、緑豊かな風景のパノラマビ
ューを楽しんだ後はスワンリバーへ戻り、最後は水し
ぶきを上げる大迫力の着水。ロットネスト島やマー
ガレットリバー、さらに遠方へのコースも可能だ。

スワンリバー・シープレーンズ

　パースおよび州
全土で、あらゆるグ
ループに対応する
同行ツアーを催行。
テーマ性のあるウォ
ーキングツアーや話
題のディナー、プラ

イベートクルーズなど様 な々ツアーを通して、土地の
風景や人々、文化、食、歴史、芸術についてユニーク
な体験を提供している。体験の中心となるプロフェッ
ショナルな地元ガイドチームが自慢だ。

ツーフィート＆ハートビート

　スワンバレーにあ
る州内最大の動物
園。1988年からの
家族経営で、固有
種を含む約200
種・2000頭以上が
自然に近い形で生

息し、訪れる人 は々カンガルーの餌やりや人気のコア
ラとの写真撮影、羊の毛刈りや乳搾りなどのファーム
ショーも楽しめる。企業インセンティブなどへの出張プ
ログラムにも対応している。

カバシャム・ワイルドライフパーク動物園

　パース、ジェラル
トン、カルバリに拠
点を置く遊覧飛行
の専門会社。アブロ
ロス諸島、ウェーブ
ロック、ハットラグー
ン・ピンクレイクなど

広範囲にわたるエリアで上空からの絶景を全席窓
側から楽しめる。低予算から高級志向、FITからグ
ループ、セルフドライブから企画ツアーまでさまざ
まなニーズに対応。貸切の遊覧飛行も可能だ。

ネイションウエスト・アビエーション
/カルバリ・シーニックフライト

　パースからすぐの
ロッキンハムを拠点
に州ナンバーワンの
受賞歴を誇る野生
動物ツアーを提供。
餌付けは一切せず
サステナビリティに

も貢献し野生動物の保護事業も。イルカと泳いだりペ
ンギン島でフェアリーペンギンと出会ったり、最新のツ
アーではアシカとシュノーケルも！ちょっとワイルドな
アドベンチャー体験を楽しもう。

パース・ワイルドライフ・エンカウンターズ

　受賞歴のある4
つ星クラスホテル
で、パース中心部の
アデレードテラスに
位置。170室の客
室を備えて教育旅
行や職場旅行、出

張・ビジネス、グループ、FITと多様なニーズに対応。
客室はダブルとツインの2タイプで、全室で無料WiFi
を利用できバスタブも完備。アイロンや紅茶／コーヒ
ーメーカーなどアメニティも充実している。

クオリティホテル・アンバサダーパース

サウスウエスト観光局
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https://linktr.ee/twa_japan


ノーザンテリトリー������������������

ダーウィン

キングス・キャニオン

カカドゥ国立公園

アリス・スプリングスウルル

�����

カカドゥ・バード・ウィーク
　カササギ大移動のタイミングに合わせて開催
期間が設定されるバード・ウィーク。バードウォッチ
ングに参加してその面白さに目覚める人も多い。
ユネスコ世界遺産にも指定されるカカドゥ国立公
園がオーストラリアの鳥類の3分の1以上が生息
する野鳥のパラダイスだからこそだ。開催期間中
は、専門家のガイド付きツアーや湿地帯クルーズ
を通じて先住民文化を体験することもできる。

開催時期●2024年9月27日～10月2日　開催場所●カカドゥ国立公園

ダーウィン・アボリジナル・アートフェア
　国際的に認知され高い評価を得ているア
ート・イベントのひとつで、新進アーティスト
からベテランまでの幅広い作品を鑑賞でき
る。キャンバスに描かれた絵画や彫刻だけで
なく、樹皮画やファイバーアート、あるいはデ
ィジュリドゥ（アボリジニの木管楽器）など変
化に富んだスタイルのアート作品や製品が
展示され、その場で購入することもできる。

開催時期●2024年8月9日～11日
開催場所●ダーウィン・コンベンション・センター

https://kakadutourism.com/explore-kakadu/events/kakadu-bird-week-2024

https://daaf.com.au

　ダーウィンからSealinkのツ
アーで訪れることができるバサ
ースト島（ティウィ諸島）の西端
にある島で唯一のリゾート。携
帯電話もWIFIも使えないデジ
タルデトックスに最適な環境
だ。オールインクルーシブスタイ
ルで料金には宿泊、飲食（アル
コール含む）、アクティビティ（ビ
ーチバギーやキャンプファイヤ
ー、フィッシング等）が含まれる。
海洋保護区の海の美しさは感
動的だが、ワニや猛毒クラゲも
生息するため遊泳は禁止。
　一般的な「オーシャンズルーム」、カップル向き「ラグジュアリーグラ
ンピングテント」、家族向き「ファミリーオーシャンルーム」、グループ旅
行向き「ヴィレッジルーム」の各部屋がある。営業期間は3月中旬～
12月中旬。

　ダーウィンからチャー
ター機で約30分、陸路
では車で3時間の距
離。カカドゥ国立公園
の端に位置する。周辺
の300ｋ㎡超の原生地
域にはワニの生息域が
ありカササギガンの10
万羽以上の大移動に
出会える場所もある。
　オーストラリアンサファリスタイルの宿泊施設が12棟あり、オール
インクルーシブの料金には宿泊、飲食（アルコール含む）のほか、1日
2回のガイド付きサファリが含まれ、ガイドと共に湿原をエアボート
でいくサファリや、ワニを観察するリバークルーズなどを体験できる。
本格的なグランピングを楽しみたい人に最適。営業期間は3月～
10月まで。

　カカドゥ国立公園の中心
部に位置するクーインダ・ロ
ッジに、隠れ家的な宿泊施
設「イエロー・ウォーター・ヴ
ィラズ」が新たに加わった。5
月開業のヴィラはエアコン
完備で、バーベキューグリル
やダイニングテーブル、屋外
バスタブまで付いた客室専用デッキが備わる。
　ラグジュアリーなだけでなく、先住民の土地へのリスペクトを表
し、各客室に先住民にちなんだ名称を付け、インテリアは地元コミュ
ニティーのストーリーをテーマに取り上げているのも特徴。環境の持
続可能性に配慮し、1本の木も伐採せず、土地への影響を最小限
に抑えるため高床式建築構造を採用している。
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新アクティビティや
ユニークなイベントが待っている
観光再開に花を添える新たな魅力を紹介

ティウィ・アイランド・リトリート クーインダ・ロッジ「イエロー・ウォーター・ヴィラズ」

バムルプレインズ

������� トップエンド

カカドゥ国立公園

ダーウィン
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https://kakadutourism.com/

https://www.bamurruplains.com

https://www.tiwiislandretreat.com.au

ⒸMark Fitz

Ⓒbamurruplains

ⒸYellow Water Villas

ⒸKakadu Tourism

ⒸDarwin Aboriginal Art Fair Foundation

ノーザンテリトリーではコロナ渦中から、観光再開を待ち望みつつ、新たな観光素材の開発
やイベント再開の準備が進められてきた。そんな取り組みが観光再開とともに花開き、いま
ノーザンテリトリーでは魅力あふれる観光コンテンツが相次いで登場。中断や延期を余儀な
くされていたイベントも次々再開し、季節を彩る観光素材として旅行者の参加を待っている。
一番新しいノーザンテリトリーから届いた注目の観光素材情報を紹介する。



�����

パーティマフェスティバル・イン・ライト
　10夜連続で開催されるアボリ
ジナルの光の祭典。オーストラリア
中央部のマクドネル山脈一帯に広
がる、3億年の歴史を持つ大地を
自然のキャンバスに見立て、地球
最古の先住民文化を、最新テクノ
ロジーを駆使したインスタレーショ
ンで表現。加えてワークショップや
音楽、映画、先住民族関連のトー
クショーなども併催する。

開催時期●2024年4月12日～21日（入場無料）
開催場所●アリス・スプリングス・デザートパーク

ファブアリス
　オーストラリアで人気の映
画『プリシラ』をモチーフに、街
を挙げて行うプライドフェステ
ィバル。開催期間中はアリス・
スプリングスが一段と賑わいを
増す。街の所 に々レインボーカ
ラーのペインティングが施され、
ドラァグ・クイーンたちのパレー
ドやビンゴ大会、プールパーテ
ィー、各種ステージパフォーマ
ンスなど数多くのイベントが街

のあちらこちらで賑やかに開かれる。

開催時期●2024年3月7日～10日　
開催場所●アリス・スプリングスの街全体　年齢制限●18歳以上

https://parrtjimaaustralia.com.au/information/about-us

https://www.fabalice.com/about

　今年からウルル
で新たにスタートし
た屋外エンターテイ
ンメントショー。カル
トゥカジャラからウ
ルルまでのマラの
物語は土地の管理
者であるアナング族
に代々伝わるスト
ーリーだ。ラムス社
（RAMUS）がデザ
イン・制作したドロ
ーン、光、音を駆使
した芸術的なプラッ
トフォームにより、彼
らの物語を今に伝
える没入型体験を
実現した。
　小高い砂丘がシ

ョーの舞台。「地平線まで続く美しい眺め」を意味するウィンジリ ウ
ィル（Wintjiri Wiru）の名称そのままのロケーションで、遠くに臨
むウルルとカタ・ジュタの姿が夕闇に包まれ始める頃にショーがス
タート。エアーズロック・リゾート発のツアーは、郷土料理とカクテ
ルが味わえるサンセットディナーツアー、黄昏時を体験するトワイ
ライトツアーなど3種類。ウルルの麓の「マラ・ウォーク」を事前に
訪れ、物語の存在を身近に感じておけば、上演されるストーリーを
より深く理解できる。

　ディスカバリーリ
ゾート キングス・
キャニオンに今年
登場したばかりの

「ライトタワーズ」
は、幻想的な音と光
のインスタレーショ
ン。英国の国際的ア
ーティスト、ブルー
ス・マンローがデザ
インした体験が幻
想的な時間を提供する。
　リゾートの広大な敷地内に柱状の発光体「ライトタワーズ」が多
数設置され、魅惑的なサウンドスケープに合わせて光の色が変
化。大自然の中で別世界へトリップしたような没入感に浸れる。3
つの予約タイプ。サンライズとサンセットの両セッションはカナッペ
とドリンクを楽しんだ後に地元ガイドの解説付きで鑑賞する。また
飲食が付かない「バイ・ナイトセッション」は、セッション前後にルリ
チャ展望台の飲食店を利用できる。

　今年4月、リゾート
にデラックスルーム
が新たにオープンし
た。キングサイズベ
ッドとソファ、大きめ
のバスタブを設置し
客室には3名までの
宿泊が可能。美しい
断崖の景観がバス
ルームやバルコニー
からも眺められ、バ
スタブに浸かりなが
らアウトバックを身近に感じ、1日の疲れを癒せるのが特徴だ。
　リゾート内には終日営業のカジュアルなレストランやビュッフェ式
朝食のレストラン、星空や月明かりの下でアルコールを楽しめるバ
ーなど複数の飲食施設がある。
　ここを拠点にアウトバック体験ができるのも特徴で、キングス・キ
ャニオンの周縁部を歩く「リム・ウォーク」は見逃せないアクティビテ
ィのひとつ。
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ウルル

ウィンジリ ウィル ディスカバリーリゾート キングス・キャニオン

キングス・キャニオン

ライトタワーズ

キングス・キャニオン

���������� レッドセンター

アリス・スプリングス

アリス・スプリングス
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https://www.ayersrockresort.com.au/wintjiri-wiru

https://www.discoveryholidayparks.com.au/caravan-parks/
northern-territory/uluru-kings-canyon-resort/
4649-deluxe-experience-package?dates=27+Sep+
2023+-+28+Sep+2023&adults=2&children=0&infants=0

https://www.discoveryholidayparks.com.au/kings-canyon/
activities-and-attractions/light-towers

ⒸVoyages Indigenous Tourism Australia

ⒸDiscovery Parks

ⒸLisa Hatz

ⒸTourism NT

https://www.ayersrockresort.com.au/wintjiri-wiru
https://www.discoveryholidayparks.com.au/caravan-parks/northern-territory/uluru-kings-canyon-resort/4649-deluxe-experience-package?dates=27+Sep+2023+-+28+Sep+2023&adults=2&children=0&infants=0
https://www.discoveryholidayparks.com.au/kings-canyon/activities-and-attractions/light-towers
https://parrtjimaaustralia.com.au/information/about-us
https://www.fabalice.com/about


カンタス航空������

ブリスベン

シドニー

メルボルン

羽田成田

オーストラリア
国内各地へ

利便性の高いスケジュール

カンタス航空日本路線（2023年11月26日から2024年3月30日まで）

　羽田―シドニー線は、１日２便に倍増。羽田を朝と夜に出発するの
で、ニーズに合わせてフライトを選択できるようになった。またシドニ
ー、ブリスベン、メルボルンへ、すべてのフライトで夜に出発、翌朝現
地に到着する便を設定。到着初日からたっぷりオーストラリアを満
喫できる。

オーストラリア国内へ充実のネットワーク
　カンタス航空は、オーストラリアの航空会社として、オーストラリア
国内線の充実したネットワークを誇る。シドニー、ブリスベン、メルボル
ンから、オーストラリア各地へスムーズにアクセス可能。乗り継ぎ便も
豊富にあるのが大きな強みだ。
　また、日本各地から日本航空またはジェットスタージャパンの国
内線を利用して、羽田または成田経由で乗り継げる点も便利だ。

日本路線、週��便に大幅増強
シドニー、ブリスベン、メルボルンへノンストップ
より近く、より便利に、カンタス航空で行くオーストラリア
カンタス航空は、2023年11月26日より、日本路線をこれまでの週14便から週28便へ、2倍の規模に大幅増強した。
オーストラリアへは、より近く、より便利に、乗った時からオーストラリア気分になれるカンタス航空がおすすめだ。
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Schedule Network

羽田―シドニー線 便利な羽田発着、１日２便に倍増、朝発と夜発から選べる

便名／運航区間

QF26 羽田 → シドニー 08:45/20:30

22:00/09:55 +1

12:10/20:00

22:05/05:55 +1

B787

A330

A330

B787

毎日

毎日

毎日

毎日

QF60 羽田 → シドニー

QF59 シドニー → 羽田

QF25 シドニー → 羽田

運航スケジュール 使用機材 運航曜日

成田―ブリスベン線 成田発着に、毎日１便に増便

便名／運航区間

QF62 成田 → ブリスベン 20:10/06:25 +1

09:20/17:30

A330

A330

毎日

毎日QF61 ブリスベン → 成田

運航スケジュール 使用機材 運航曜日

成田―メルボルン線 成田発着に、毎日１便に増便

便名／運航区間

QF80 成田 → メルボルン 19:20/07:45 +1

09:25/17:40

A330

A330

毎日

毎日QF79 メルボルン → 成田

運航スケジュール 使用機材 運航曜日

* ＋１：翌日着　※スケジュール、機材は予告なく変更になる場合があります。



エコノミークラス
快適な座席でゆったりとくつろげる

　人間工学に基づいて設計されたゆったりとくつろげ
るシートで、豊富な機内エンターテイメントが楽しめる。
　ボリュームのある機内食は3種類から選べ、オースト
ラリア産のワインも豊富にラインナップ。搭乗した瞬間か
らオーストラリアを感じることができる。
　運賃に受託手荷物が含まれているので、日本発オース
トラリア行きの航空券では、エコノミークラスでも個数制
限なしで総重量30kgまで無料と安心。

　羽田―シドニー線では、A330型機に加え、ドリームラ
イナーB787型機も運航中*。
　同機ではプレミアムエコノミークラスを搭載。超長距
離用に特別に設計された幅の広い座席で、機内を快適
に過ごせるのが魅力だ。

ビジネスクラス
離陸から着陸までリクライニングが可能

見どころいっぱいのオーストラリア
一度に楽しめる「カンタス・エクスプローラー*」が便利

　A330型機およびドリームライナーB787型機の全便で、快適なビジネススイ
ートを提供。ビジネスクラスの座席は、ビジネススイートとして、全席通路に面し
た開放感のある空間が特徴で、離陸から着陸まで、専用のマットレスを付けた
まま、フルフラットベッドでのリクライニングが可能。夜間のフライトの貴重な睡
眠時間を確保できるのがうれしい。座席にはPC電源とUSBポートを完備する。
　収納可能なタッチパネル式モニターでは、豊富なエンターテインメントを、
周辺の音を軽減する機能付きのヘッドフォンで楽しめる。
　また、コットン100％のパジャマやアメニティキットを用意。アメニティキット
には、竹の歯ブラシや、リサイクルプラスチックを使用したチューブやボトル
を採用するなど、廃棄物削減、サスティナブルを意識したアイテムが入ってい
る。オーストラリアで人気のレストラン「ロックプール」がプロデュースした機
内食もぜひ味わいたい。
　出発前は、ビジネスラウンジでゆっくりとくつろぐことができる。
　なお、ビジネスクラスでは、日本発オーストラリア行きの航空券の場合、個
数制限なしで総重量40kgまで無料となっている。

　オーストラリアの国内線ネットワークが充実しているカンタス航空ならで
はのプログラム。オーストラリア行き国際線エコノミークラスと同時の購入
で、オーストラリア国内線をお得な割引運賃で利用できる。シドニー、ブリ
スベン、メルボルンをゲートウェイに、自由自在な旅程をお得に組み合わせ
ることが可能だ。

*B787型機は2024年3月31日羽田発まで運航予定。2024年4月1日からは、羽
田－シドニー線は全便A330型機での運航を予定。

*カンタス・エクスプローラーのご利用は、カンタス航空のオーストラリア行きまたはニュージーランド行き
の国際線運賃と同時に予約する必要があります。

プレミアムエコノミークラス
ワンランク上の快適さとサービス

*機材は予告なく変更になる場合があります。

オーストラリア国内線をお得に利用できる「カンタス・エクスプローラー」
（イメージ）

ブリスベン空港 カンタス ビジネスラウンジ
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